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2014年７月５日　第 286 号

◀
谷
崎
事
務
局
長
が
方
針
提
案

横
断
幕
プ
ラ　
カ
ー
ド
掲
げ
て

軍
事
パ
レ
ー
ド
に
抗
議

市民の関心を集めデモ行進

　

福
島
の
事
故
、
既
に
３
年

■
全
労
連
の
原
発
立
地
県
代
表

者
会
議
が
初
め
て
福
島
で
行
わ

れ
た
。
い
わ
き
市
で
全
国
連
絡

セ
ン
タ
ー
代
表
の
伊
藤
氏
の
講

演
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
。

■
翌
日
に
は
福
島
第
二
原
発
を

過
ぎ
、
第
一
原
発
近
く
帰
還
困

難
区
域
の
バ
リ
ケ
ー
ド
に
囲
ま

れ
た
地
点
ま
で
行
っ
て
き
た
。

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
で
あ

る
楢
葉
町
の
竜
田
駅
で
は
、
JR

の
電
車
が
試
運
転
な
の
か
入
線

し
て
き
た
。
と
み
お
か
駅
で
は

ホ
ー
ム
へ
の
連
絡
通
路
の
真
ん

中
の
高
さ
ま
で
津
波
が
到
達
し

た
跡
が
残
っ
て
い
た
。
そ
こ
か

し
こ
に
流
さ
れ
た
車
や
道
路
を

ふ
さ
ぐ
家
が
そ
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
。
■
30
年
以
上
前
か
ら

原
発
の
危
険
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
き
た
人
た
ち
が
い
る
。
早
川

篤
雄
さ
ん
た
ち
だ
。
彼
は
「
起

こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
。
よ

く
ぞ
こ
の
範
囲
で
と
ど
ま
っ
て

く
れ
た
、
奇
跡
だ
」
と
語
っ
て

い
た
。
彼
は
、
お
寺
の
住
職
で

あ
る
。
檀
家
の
全
員
が
避
難
し

て
お
り
、
い
ず
れ
お
寺
は
終
息

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
、
話
し
て

い
た
。
■
誰
も
責
任
を
取
ら
な

い
状
況
の
中
で
無
念
を
抱
え
て

い
る
人
た
ち
が
数
多
く
い
る
か

と
思
う
と
、
決
し
て
忘
れ
て
な

ど
し
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思

う
。
■
青
森
金
曜
日
行
動
は
、

７
月
４
日
で
100
回
目
を
数
え
た
。

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
。
や
り
方
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
が
、
八
戸
・
十
和

田
・
む
つ
・
五
所
川
原
・
弘
前

で
も
声
を
上
げ
続
け
る
人
た
ち

が
い
る
。　
　
　
　
　

（
立
）

集
団
的
自
衛
権
と
　
　
　

　
解
釈
改
憲
を
許
さ
な
い
青
森
集
会
に
二
〇
〇
名

６
・
28
首
都
圏
大
行
進
へ
連
帯
集
会

総会に県内か
ら 72名

核燃料サイ
クル施設立地反対連絡会議

東
通
原
発
再
稼
働
反
対

デモ行進で市民にアピール

憲
法
破
壊
ク
ー
デ 

　
タ
ー

の
阻
止
を
！

　

集
会
は
、
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お

も
り
・
憲
法
を
守
る
青
森
県
民

の
会
・
県
労
連
・
県
９
条
の

会
・
青
森
市
９
条
の
会
連
絡
セ

ン
タ
ー
・
首
長
９
条
の
会
・
共

産
党
や
社
民
党
な
ど
10
団
体
に

よ
る
共
催
。
５
月
28
日
に
続
く

第
２
弾
の
行
動
で
し
た
。

　

ま
と
も
な
国
会
議
論
も
な

　

解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
で
強

行
し
よ
う
と
自
公
与
党
が
協
議
。
閣
議
原
案
の
文
言
調
整
に
入
る

と
い
う
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
、
６
月
18
日
に
青
い
森
公
園
で
200
名

以
上
が
参
加
し
て
、「
集
団
的
自
衛
権
と
解
釈
改
憲
を
許
さ
な
い

青
森
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青     森

　

６
月
28
日
、
青
い
森
公
園
で

「
Ｎ
Ｏ　

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ　

Ｄ
Ａ

く
、
与
党
だ
け
の
密
室
協
議
を

通
じ
て
、
一
内
閣
の
閣
議
決
定

に
よ
る
解
釈
改
憲
で
集
団
的
自

衛
権
行
使
を
容
認
す
る
の
は
憲

法
破
壊
ク
ー
デ
タ
ー
と
呼
ぶ
べ

き
暴
挙
そ
の
も
の
。
全
国
各
地

の
反
対
・
阻
止
運
動
と
同
様
に

青
森
県
内
で
も
反
対
運
動
を
集

中
し
て
い
ま
す
が
、
同
集
会
は

Ｙ
首
都
圏
大
行
進
に
連
帯
！
東

通
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
な
！

青
森
集
会
」
を
開

催
、
100
人
以
上
が
参

加
し
て
中
心
街
を
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
施
設
立
地

反
対
連
絡
会
議
。
核

燃
・
原
発
問
題
住
民

運
動
青
森
県
連
絡
会

の
各
地
域
７
団
体
が

共
催
・
賛
同
。　

　

同
連
絡
会
議
代
表

委
員
の
一
人
、
奥
村

そ
の
一
環
で
す
。

　

集
会
で
は
、
県
会
議
員
で

県
・
市
町
村
長
９
条
の
会
の
古

村
一
雄
氏
が
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
。
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
は
自
衛
隊
を
海
外
の
戦

争
に
派
兵
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
法
治
国
家
か
ら
、

な
ら
ず
者
国
家
へ
陥
れ
る
も

の
。
全
力
で
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

県
教
組
な
ど
３
団
体
か
ら
の

決
意
表
明
と
集
会
ア
ピ
ー
ル
採

択
の
あ
と
、
デ
モ
行
進
。
「
戦

争
反
対
！
」
「
解
釈
で
憲
法
壊

す
な
！
」
「
閣
議
決
定
や
め

ろ
！
」
平
和
を
守
れ
！
」
な

ど
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響

か
せ
市
民
に
力
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

６
月
14

日
、「
核
燃

料
サ
イ
ク
ル

施
設
立
地
反

対
連
絡
会

議
」
の
総
会

が
開
催
さ

れ
、
県
内
各

地
か
ら
72
名

が
参
加
し
ま

し
た
。
総
会

に
先
立
ち
、

「
原
発
の
危
険
か
ら
住
民
の
命

と
財
産
を
守
る
会
」
事
務
局
長

の
高
野
博
氏
が
「
い
ま
、
な
ぜ

原
発
ゼ
ロ
な
の
か
―
女
川
原
発

に
反
対
し
て
40
年
」
と
題
し
て

講
演
。
高
野
氏
は
「
３
・
11
震

災
」
の
大
津
波
で
、
あ
と
80
㌢

で
原
発
施
設
が
電
源
喪
失
す
る

危
険
が
あ
っ
た
と
指
摘
、
女
川

原
発
の
再
稼
働
阻
止
、
原
発
即

時
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
昨
年
度
前
任
者
か

ら
受
け
継
い
だ
谷
崎
嘉
治
事
務

局
長
が
総
括
と
方
針
を
提
案
。

当
面
す
る
「
首
都
大
行
進
Ｎ

Ｏ
・
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

に
呼
応
し
、
６
月
28
日
に
開
催

さ
れ
る
「
東
通
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
る
な
！
青
森
集
会
」
の
成

功
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
戦
争
い
や
だ
！

憲
法
守
れ
青
森
県
連
絡
会
（
略

称
・
憲
法
ネ
ッ
ト
あ
お
も
り
）

の
田
中
清
治
事
務
局
長
が
、
昨

年
の
「
11
・
２
福
島
集
会
」
の

経
験
や
、
７
月
20
日
に
迫
っ
て

い
る
「
大
間
原
発
反
対
現
地
集

会
」
の
成
功
に
向
け
、
参
加
目

標
200
名
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
、
陸
上
自
衛
隊
第

９
師
団
が
創
立
25
周
年
を
記
念

し
て
青
森
市
の
繫
華
街
通
り
で

軍
事
パ
レ
ー
ド
を
強
行
し
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
２
回
目
。

榮
県
労
連
議
長
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
憲
法
が
保
障
す
る
国
民

の
生
命
と
暮
ら
し
よ
り
も
、
新

自
由
主
義
経
済
を
優
先
す
る
政

府
の
施
策
を
断
罪
し
ま
し
た
。

　

む
つ
、
十
和
田
、
横
浜
、
弘

前
な
ど
の
地
域
代
表
ら
も
次
々

発
言
。
特
に
、
東
通
原
発
に
隣

接
す
る
む
つ
、
十
和
田
の
代
表

は
、
ず
さ
ん
な
避
難
計
画
を
強

く
批
判
し
ま
し
た
。
市
民
の
関

心
は
高
く
、
デ
モ
行
進
に
、
沿

道
か
ら
と
き
お
り
拍
手
が
わ
き

ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
市
民
に
日
の
丸
の

旗
を
持
た
せ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
部

隊
や
装
甲
車
な
ど
50
両
も
の
軍

用
車
両
が
走
行
。
こ
の
軍
事
パ

レ
ー
ド
は
、
安
倍
政
権
が
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
を
閣
議
決

定
す
る
か
ど
う
か
の
緊
迫
し
た

状
況
で
強
行
さ
れ
た
も
の
。

　

当
日
、
平
和
委
員
会
を
中
心

に
約
40
人
が
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着

け
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
を

掲
げ
「
戦
争
マ
イ
ネ
！
平
和
が

一
番
」「
憲
法
９
条
守
れ
！
」

な
ど
と
唱
和
、
沿
道
で
抗
議
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
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第284回
まちがい
さがし

総会後デモ行進

講
演
と
総
会
開
催

青
森
生
存
権
裁
判

を
支
援
す
る
会

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
「
第
284
回

ま
ち
が
い
さ
が
し
」
係
り
ま

で
。

第
281
回
の
答
と
当
選
者

《
答
え
》
さ
く
ら
も
ち

《
当
選
者
》
19
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
晴
美

（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）、
成

田
美
貴
子
（
年
金
者
組
合
家

族
）、笹
恵
美
子
（
高
教
組
）、

長
内
幸
子
（
建
交
労
家
族
）、

對
馬
肇
（
自
治
労

連
）

＝
お
詫
び
＝

　

間
違
っ
て
前
号

（
６
月
号
）
で
、
締

切
日
前
の
第
282
回
応

募
分
を
発
表
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
号

で
は
第
281
回
パ
ズ
ル

の
答
と
当
選
者
を
発

表
し
ま
す
。
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

　
組
合
員
を
頼
り
に

本
採
用
に
な
る
た
め
頑
張
っ
て

い
ま
す
。（
笹
恵
美
子
・
高
教
組
）

　
雪
が
と
け

高
校
野
球
が
終
わ
り
、
あ
と
残

す
の
は
タ
イ
ヤ
交
換
。（
ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ
ン
・
山
谷
愛
子
）

　
風
邪
を
ひ
き
�

ガ
ラ
ガ
ラ
声
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。（
建
交
労
・
中
村
龍
平
）

　
労
働
者
に
と
�
て
�

と
て
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
暮

ら
し
に
春
よ
こ
い
。（
今
晴
美
・

ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
９
泊
10
日
で

大
型
客
船
ク
ル
ー
ズ
の
旅
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。（
長
内
幸
子
・

建
交
労
家
族
）

　
早
く
ホ
�
ケ
釣
り
に

行
き
た
い
で
す
。（
工
藤
順
勝
・

私
教
連
）

　
消
費
税
が

８
㌫
へ
増
税
後
、
初
の
応
募
で

す
。
た
か
が
３
㌫
、
さ
れ
ど
３

　

14
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
を
、
例
年
通
り
６
月
１
日

に
北
海
道
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
、
引
き
継
ぎ
前
の
５

月
29
日
か
ら
開
始
し
て
40
自
治
体
中
39
自
治
体
を
訪
問
し
、
県
内

ほ
と
ん
ど
の
地
域
を
歩
き
ま
し
た
。

青
森
が
全
労
連
自
動

車
共
済
の
重
点
県
に

　

全
労
連
は
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る

運
動
に
欠
か
せ
な
い
「
組
織
と
財
政
の
確
立
」

は
喫
緊
の
課
題
と
位
置
づ
け
、
全
労
連
共
済
の

も
っ
て
い
る
医
労
連
、
自
治
労
連
、
全
教
、
国

公
を
除
く
全
単
産
・
単
組
を
対
象
に
、
７
月
の

初
任
者
研
修
後
に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。
各
組

活
用
を
訴
え
て

い
ま
す
。
昨
年

の
重
点
県
は
４

県
。
自
動
車
共

済
の
代
理
所
目

織
の
拡
大
と
財
政
確
立

と
い
う
観
点
も
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
懇
談

を
深
め
な
が
ら
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と

　

昨
年
ま
で
行
進
・
訪
問
で
き

な
か
っ
た
９
自
治
体
を
回
ろ
う

と
、
下
北
原
水
協
は
３
日
間
の

日
程
で
佐
井
村
・
大
間
町
・
風

間
浦
村
・
東
通
村
を
訪
問
、
半

島
を
一
周
し
ま
し
た
。
西
北
五

14
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

県
内
ほ
と
ん
ど
を
訪
問

鹿内青森市長を訪問し懇談

参加者で記念撮影

原
水
協
は
本
線
と
支
線
の
ふ
た

つ
の
行
進
団
を
組
織
し
深
浦

町
・
鰺
ヶ
沢
町
を
、
青
森
市
原

水
爆
禁
止
の
会
の
協
力
を
得
て

中
泊
町
も
行
進
と
訪
問
。

　

ま
た
、
十
和
田
原
水
協
は
青

が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

東
通
村
で
は
４
人
で
意
気
高
く

行
進
、
窓
か
ら
手
を
振
る
住
民

も
。
蓬
田
村
で
は
行
進
団
を
村

長
が
出
迎
え
、
行
進
旗
を
持
ち

一
緒
に
行
進
。
県
内
初
の
首
長

行
進
参
加
の
実
現
で
し
た
。

　

中
泊
町
で
は
、
初
訪
問
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
署
名
58
筆
と
賛

同
金
を
準
備
し
て
、
待
っ
て
い

て
く
れ
ま
し
た
。
六
ケ
所
村
で

は
村
長
が
対
応
し
「
原
爆
は

森
市
原
水
爆
禁
止
の

会
と
共
同
で
六
ケ
所

村
・
横
浜
町
を
。
残

る
は
西
目
屋
村
で
し

た
。
来
年
は
、
県
庁

訪
問
を
含
め
す
べ
て

実
現
し
た
い
と
、
猪

股
文
子
県
原
水
協
事

務
局
長
は
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
間
町
で
は
、
職
員

か
ら
集
め
た
署
名
25

筆
を
用
意
し
副
町
長

㌫
。（
伊
勢
谷
渚
・
私
教
連
）

　
春
は
〝
三
人
の
日
〞
と

書
い
て
仲
良
し
の
意
味
が
あ
る

そ
う
で
す
。（
宇
部
好
子
・
県

教
組
）

　
雪
が
消
え
�

自
転
車
が
使
用
で
き
新
聞
配
達

が
楽
に
。（
細
川
弘
彦
・
年
金

者
組
合
）

　
コ
�
ト
は
不
要
か
な
�

で
も
、
ま
だ
寒
い
。（
年
金
者

組
合
・
記
田
ゆ
り
子
）

　
妻
と
二
人
で

イ
モ
植
え
を
し
た
。
翌
日
は
腰
、

膝
が
痛
か
っ
た
。（
岡
本
猛
・

年
金
者
組
合
）

　
安
倍
政
権
は

超
危
険
な
道
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。（
成
田
保
・
県
生
連
）

　
五
所
川
原
市
は

今
年
４
月
か
ら
庁
内
禁
煙
に
。

で
も
、
実
態
は
何
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。（
對
馬
肇
・
自
治

労
連
）

　
今
年
も
一
緒
に

ガ
ン
バ
ロ
―
！
ヨ
ロ
シ
ク
♥

（
一
戸
茂
実
・
自
治
労
連
）

　

６
月
21
日
、
青
森
生
存
権
裁

判
を
支
援
す
る
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち

弁
護
団
事
務
局
長
・
葛
西
聡
弁

護
士
が
講
演
。講
演
の
中
で「
寒

冷
積
雪
地
域
の
高
齢
者
生
活
は

都
市
部
と
は
違
う
特
有
の
困
難

が
あ
る
と
い
う
証
人
調
べ
を
実

施
さ
せ
、
判
断
資
料
に
加
え
さ

せ
た
こ
と
が
、
控
訴
審
で
の
成

果
だ
」
と
言
及
。

 

総
会
に
移
り
、
支
援
す
る
会

事
務
局
長
の
神
牧
人
さ
ん
が
、

最
後
ま
で
傍
聴
席
を
満
席
に
、

署
名
の
達
成
、
街
頭
宣
伝
の
継

続
、
組
織
と
財
政
の
拡
充
が
今

後
も
欠
か
せ
な
い
な
ど
、
方
針

を
提
案
し
ま
し
た
。
全
議
案
を

満
場
一
致
で
採
択
後
、
デ
モ
行

進
も
行
い
ま
し
た
。

の
通
り
で
す
。

　

カ
レ
イ
総
重
量
賞
＝
１
位
・

澤
田
幸
隆
、
２
位
・
高
橋
辰
佳
、

３
位
・
秋
元
裕
太
。
カ
レ
イ
大

物
賞
＝
１
位
・
久
保
明
、
２
位
・

箱
石
裕
、
３
位
・
秋
元
満
則
。

ア
ブ
ラ
メ
大
物
賞
＝
１
位
・
羅

仕
文
、
２
位
・
久
保
空
司
。
ユ

ニ
ー
ク
賞
＝
北
田
成
治
。

指
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
は
、

重
点
県
が
10
県
に
拡
大
さ
れ
、
青
森
も
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。
県
労
連
と
し
て
は
自
主
共
済
を

考
え
て
い
ま
す
。
非
営
利
の
保
険
な
の
で
民
間

に
比
べ
優
位
で
す
。（
全
労
連
自
動
車
共
済
専

任
担
当
・
今
県
労
連
副
議
長
）

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
運

動
を
強
め
て
、
子
ど
も
た

ち
に
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
残
し
て
欲
し
い
」
と
話

し
、
ペ
ナ
ン
ト
に
記
名
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
海
コ
ー
ス
の
通
し

行
進
者
・
山
内
金
久
さ
ん

は
引
き
継
ぎ
集
会
で
、
い

つ
も
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
演

奏
。
太
平
洋
コ
ー
ス
通
し

行
進
者
の
山
口
逸
郎
さ
ん

は
「
82
歳
、
82
日
間
行
進
！
東

京
に
向
か
い
ま
す
！
」
と
大
声

で
手
を
振
り
、
話
し
か
け
な
が

ら
行
進
。
お
二
人
に
は
勇
気
を

戴
き
ま
し
た
。（
県
原
水
協
会

長
・
谷
崎
嘉
治
）

第17回カレイつり大会
～県労連・保険医協会～

　

６
月
８

日
、
今
年
17

回
目
を
数
え

る
県
労
連
・

保
険
医
協
会

共
催
の
「
カ

レ
イ
つ
り
大

会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

漁
場
は
野
辺

地
漁
港
沖
。

入
賞
者
は
次


